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国際人工知能会議(IJCAI)にみた

人工知能 ･知識工学の研究開発動向
ResearchTrendsofArtificialIntelligenceandKnowledgeEngineeringseenatIJCAト85.

石 塚 満*

MitsuruISHIZUKA

第9回国際人工知能会議 (Int'lJointConferenceon

Arti丘ciallntelligence,略してIJCAI)が1985年8月18

-23日の間,ロサンゼルス市のUCLA(カルフォルニア

大学ロサンゼルス校)を会場にして開かれた.本会議は,

最近,知的な情報処理システム実現のための技術として

非常に関心が高まっている人工知能(AI)研究に関する

世界で最も権威ある会議であり,2年ごとに開催される.

筆者は論文発表もあり,奨励会三好研究助成の援助を得

て参加したので,関連する研究の動向を報告したい.

全体の印象

まず第 1に,参加者が非常に多く,併設の展示会も大

規模になり,非常に盛況であった.参加者は約5546名(う

ち米国から4530名,日本からは第2位で300名)であり,

第6回 (東京)の約700名,第7回 (バンクーバー)の

約1300名,第8回(西独,カールスルーエ)の約1800名

から3倍増となった.AI(人工知能)応用技術の広がり

と,AIがビジネスとしても大きくなってきたことを示し

ているといえよう.AIの研究者は若い人が多く,会議へ

の参加者も従来はTシャツ姿が多かったのであるが,

AIがビジネスになってきたことを反映してか,今回は背

広姿の参加者が目立った｡

本国際会議は論文採択の基準が厳しいのでも定評があ

る.今回も投稿論文700中,採択は246と採択率は35%

であった.単にAIを応用してシステムを作成したとい

う論文は採択されず,基礎的問題(知識表現,推論機構,

知識獲得,ユーザインタフェース,視覚理論など)への

何らかの貢献があることが評価されていた.したがって,

写真1 セッションはUCLAの多くの建物に分散して開かれ

たため,建物の位置を示す指標が各所に設けられた.

左の旗は国際人工知能会議のマークで,後方の建物は

展示会場となったJohnWoodenCenter
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論文は理屈ぽいものが多かった。知識工学は応用指向の

AIの分野であり,実用的な応用の推進は重要なのである

が,そ れらは展示会等でも見られるので,テ クニカルセ

ッションでは次世代のAI,知識工学の基盤技術を重視し

ようという姿勢が見られた.人 間の頭脳のように考える

コンピュータを実現することは永遠のテーマであり,そ

の追求によって高度で新しい情報処理機能が生み出され

る。

わが国は1982年より第 5世代コンピュータ。プロジェ

クトをスタートさせ,知 識処理という今後の情報処理技

術で世界をリードしようという意気込みがある。筆者も

ワーキングメンバや委員を務めており,将 来方向を探る

うえでその世界における影響力は気になるところであ

る。正直に感じたところを述べると,米国のAI研究者層

は厚く,日 本は後を追う状態がまだしばらく続くのでは

ないか。わが国の第5世代コンピュータの最大の特徴は,

述語論理 (Pr01og言語とその拡張言語)を基礎にしてい

ることである。筆者もこの関係の研究を一部行つており,

知識処理の基礎として述語論理の重要さは十分認めるの

だが,米 国は述語論理を含むより広い枠組で知識 (とそ

の表現)を 考えている。

AIビ ジネスも,ソ フトウエア面ではLiso言語が標準

化された (Common Lisp)ことが大きく, ソフトウェア

の開発,流通はカロ速している。AI用 のマシンであるLisp

マシンも,幾 つかの新機種が登場し,小 型,低 価格化が

進んでいる。わが国でも産業界のAIへ の関心は急速1こ

高まってきているが,ど うも米国のAIへ の動きはだい

ぶ先行しており,そ の勢いも日本を上回つている。
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研究の動向

テクニカル・セッションの中から幾つか注目される研

究について紹介しようと思う。

栄誉ある
“Computer and Thoughピ

'賞
を受賞したH

Levesque(前フェアチャイルドAIラ ボ,現 トロント大)

は,そ の記念講演において知識表現について語った。人

間との接点となる上部表現はビジュアライズ可能なもの

であり,下 部構造は効率的探索を可能とするデータ構造

をもつべきだとし,そ の融合を強調した。これは述語論

理を包含 している。彼の.考えは知識表現システム

KRYPTONと して具体化されつつある。第 3世代の知

識表現ツール構造の基礎となるかもしれない。他のセッ

ションで,類 似の考えによる知識表現システムとして

MITの CAKE,BBN社 のKL―TWOの 発表があった。

Lispの創始者であるJ.McCalthy(ス タンフォ
ード

大)は 招待講演にて,コ ンピュータが現在の 「知識」に

加えて 「常識 (common sense)」をもつためには,現 在

の単調な論理でなく非単調(nOn―mO,Otonic)な論理の

確立が不可欠であると,年 来の彼の主張を力説した。非

単調論理は,不 完全な知識も扱うという意味で重要であ

る。非単調論理に関しては,4編ほどの論文発表があった。

パネル討論はいずれも大盛況で,1000名以上の聴衆が

集まっていた.「エクスパートシステム」のパネル討論で

は,現 在の技術でもエクスパ
ートシステムの実用的応用

範囲は極めて広いとの認識と同時に,人 間の思考能力に

近づくための直観力,深 い階層の知識としてモデル記述

の重要性が主張された。「不確実な知識の表現」のパネル

写真 2 1000人 以上の聴衆を集めてパネルやテクニカル
・セッションが開かれた Royce講 堂
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討論には,米 国の主要な8人 の研究者が登場したI確 率,

MYCINの certainty factor,Dempster Shaferの 確率

理論,フ ァジィ理論,保 証 (endOr"ment)シ ステムとい

うヒューリスティックな方法など,そ れぞれの説を主張

し合い,ま た他者の攻撃をするなど,結 論はなかったが

おもしろかった。

堅固な基盤をもつ論理は知識表現 。推論を考えるうえ

での基礎であるが,次 のような地域別による研究の傾向

がみられた。すなわち,欧 州からは構造をもつ多類論理

(many―sorted logic),米国からは非単調論理と様相論

理(modal logic),日本からはPro10gの 拡張,高 機能化

の発表が目立った。筆者は連続値論理の
一種であるファ

ジィ論理を組み込んだ Prolog―ELFの 発表を行つた。

学習,知 識獲得の自動化,半 自動化は知能の実現に向

けて今後最も必要とされている機能だが,今 回は問題依

領に依存した ad hocな アプローチの発表が主だった。

関連した問題として知識ベースの管理も研究が進んでい

る。

分散型のAIシ ステム,エ クスパー トシステムの開発,

コンピュータビジョンの実現,知 的ロボット,自 然言語

処理などの領域でも着実な進展がみられた。

展示会にみたAIビ ジネス

大規模で華やかな展示会が併設され,AIが ビジネスと

して本格化してきたことを感じさせた.出版社を除き50

社ほどが参加し,多 くの会社が展示会場だけでは不足な

ので,近 くのホテルにも会場を設けて,多 数の顧客を集

めていた。

特に目立ったのは,今 までのAI市 場はベンチャ企業

が主体だつたのに対し,大 手企業が進出してきたことで

ある.IBMは Lisp,Prologの サポートに加え,エ クスパ

ー トシステム用ツールも発表した。テキサスインスツル

メント(TI)社 は Lispマ シンExplorerを 売り出し,多

くのツールを塔載していた。Explorerは 国防総省の戦略

的コンピューティング ・プロジェクトの予算で進んでい

るVLSIも 展示されてお り,来 年にはVLSI化 された

Lispマ シンが登場するという。ヒューレット・パッカー

ド(HP)社 も独自のAIマ シンとツールで,AI市 場に参

入した。テクトロニクス社はSmalltalk 80用 のマシン

(Lisp,Prologもサポー ト)で特徴をだしており,4400シ
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リーズの新型2機種を発表していた。

これら進出を始めた大手企業に対し,Symbolic社,ゼ

ロックス社,LMI社 ,DEC社 など,従来からAIを 手が

けている企業も新機種,ソ フトウェア・ツールの充実で

対抗していた。エクスパートシステム用ツールを作成す

る企業では,Intelli Corp社,Technoledge社 に加え,

Inference社,Carnegie Group社,そ の他パソコン用ツ

ールを売る企業も数多く現れ,競争が激しくなっている。

PrologのコンパイラーではQuintus社がD VVarren

(DEC10 Prologの開発者)の技術により,VAX8600上

で 80 KLIPSの速度を達成しており注目を集めた

(LIPSは logical inference per secondの略で, 1秒 当

たりの推論速度)。展示会場ではエクスパートシステムな

ど多くのデモンストレーションが行われ,期 間中3回ほ

ど入場したが退屈を感じさせなかった。

会議の翌週は研究機関と企業の訪間に当てた。南カル

フォルニア大学情報科学研究所は主キャンパスとは離れ

たマリナ。デル・レイにあり,約 100名の研究者中のお

よそ半数は人工知能にかかわりをもっているとのことで

ある。コンピュータ設備が良いのには驚かされ,

DEC 2060,VAX 8600,VAX l1/780な どとナいこワーク

ステーションが使いきれないと思われるほど置かれてい

た。対話型の半自動プログラミング・システム,論 理を

含むLispベースの言語について説明を受け,話 し合っ

た。

ロサンゼルスのInference社では,知 識表現システム

ARTに ついて説明を受けた。高価(8万 ドル)であるが,

現時点で最も良くできているツールだと思う。グラフィ

ックス機能も充実しており,ル ール駆動のアニメーショ

ンなどその場で作成してくれた。

ポートランド郊外のテクトロニクス社は広々とした敷

地に工場を有している。4400シリーズの製品開発などに

ついて説明を受け,AIの技術開発について話し合った。

その他,カ ルフォルニアエ科大学で本所荒川泰彦助教

授を訪ね,ス タンフォード大学で本学理学部情報科学科

の佐藤雅彦助教授を訪ね,話 を伺つた。

最後に有意義だった海外研修に援助をいただいた奨励

会三好研究助成に感謝いたします。

(三好研究助成報告書 1985年9月 30日受理)




